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.原著論文

日本の大学での森田療法の教育についての一考察

ウォッシュパーン大学と岩手大学での教育を比較して一

我妻則明九 BrianK. Ogawa2} 

抄録:医療以外の相談業務にあたる専門職を養成する大学で，森田療法をどのように教育

していくのかという参考にするために，心理と福祉領域の専門職を養成しているアメリカ

合衆国のウオツシユパーン大学 (WashburnUniversity)での森田療法プログラムと教員

を養成している岩手大学教育学部での教育を比較して考察した。このウオツシュパーン大

学での森田療法プログラムは，ウォッシュパーン大学が認定したプログラムである。その

結果，次の 3点、が日本の大学で森田療法の教育を実施する課題として挙げられた。

1 )法令による規制:日本の場合，法令により，授業の内容までが厳しく規制されている。

そのため，ウオツシュパーン大学のように大学独自の森田療法認定プログラムを設け

るのが困難で、ある。現実的には，規制されたカリキュラムの中で，いかに森田療法を

授業の内容として取り上げられるかということが課題となろう。

2 )授業の形態:合宿形式の授業，海外で森田療法を学ぶ授業，インターンシップという

実習に相当する授業は，体験的に森田療法を学ぶという点では優れた授業の形態では

あるが，日本ではいろいろな理由で実施困難で=ある。日本では，講義と演習という座

学が中心の授業形態とならざるをえない。そのため，その講義や演習で使用する教材

が，どれほど体験的な学習を可能にさせることができるのかが重要な教育上の要因と

なる。

3 )教材:実際の面接場面を学習するための逐語録や DVDなどの教材を作成する段階に

来ている。これらの逐語録や DVDは，外来森田療法のガイドラインに示されている

項目ごとに整理されて作成されるとさらにより一層効果が増すものと考えられる。ま

た，ワークブックと言われる自学自習用の本があると教育効果が上がると思われる。

結論として，日本の大学での森田療法の教育については，我々森田療法家としてやらなけ

ればならないことが数多くあると考えられる。
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日本森田療法学会の研修委員長を務める立松6)

は，日本での今までの森田療法家の養成に関して

1)岩手大学教育学部特別支援教育科
(〒020-8550 岩手県盛岡市上田三丁目16番33号)
Noriaki Azuma : Department of Special Needs Edu-
cation. Faculty of Education. Iwate University 
2) Department of Human Services. School of Applied 
Studies. Washburn University 
(1700 SW College Avι. Topeka. Kansas 66621， U. S 
A.) 

「一番問題なのが，長い間ほとんど専門家を育て

ようとしてこなかったことJ，I森田療法は専門家
の訓練という点で重大な欠陥をもっていたといえ

る」と述べて，従来，森田療法では，森田療法家

の養成がなおざりにされていたことを強調してい

る。一方で， I外来治療の訓練の場と方法論は，
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まったく新しく級織されることとなったjと述べ

て，r専門家の訓練の術で大きな転機となったの
が， 1998年の東京森田療法セミナーの開講であ

るjとして，訓練のJ必としてのセミナーについて

記述がなされている。

ただ，このセミナーは，医師，心~mこ1:，看護郎i

等現職者を対象としている訓練の場であり，大学

における森田療法家の養成については，立l:í~G) は

iヨーj反していない。大学での森間療法家の養成につ

いては，立松G)が述べているように， r長い間ほ
とんと11門家を育てようとしてこなかったjので
あり， r森間療法はや:門家の訓練という点でA大
な欠簡をもっていたといえるJのかもしれない。
ヅJで，立松6)は， r精神医療に限定されがち
であった適用領域が身体各科や前科のliJ/;};j:.:，緩和

員l25巻

・教育・夜来などでの心理相談，教育，

福祉などの領域へと!よがりJと述べて，森111療法
を広げていることを述べている。さら

に，外米森EH療法のガイドライン引では， rここで
外米という名称をmいるのは入院若手IEI療法と区別
するためであり，必ずしも医療場耐に限定するわ

けではなし職場や学校での相談業務などもこれ

に合まれる。jと述べ，医療以外の相談業務に，

このガイドラインがj自)目されることを示している。

しかし，医療以外の相談業務にあたる心~11lこ1:，教

を養成する大学教育のr:j:tで，どのように森田

療法を教育していくかの議論は，従米，なされて

こなかったのではないかと思われる。

A方で，森En療法を学生へ教えるという教育を

考察することは，何をどう教えるか，つまり，教

育の内容と方法を考祭することである。このうち，

教育の内容とは，森田療法のやiJを教えるかという

ことであり，そのことは，立松6)も述べているよ

うに森!万療法の本費は何かを教えることになる。

現実に， r:1"村他いは，外来森i即刻去のガイドライ

ン作成にあたって，次のように述べている。

に森凶療法を新たに学ぼうとする人々に

とって，治療者の数だけなる外来療法がある，

といった印象を与えてきた点は否めない。実際，

[EJo療法を志、す人々のために， r手果関療法セミ
， i'L I~SL 'l.it倒， )cl奴，十五H河と全国各

地に拡大されるにつれ，セミナーに参加した初学

せ宮?"'i~!~ ~-j 吋 3 2014 "1二10}] 

者からは?標準的な外来療法jを提示してほしい

といった要望がfflJまってきたのである。J
つまり，学習する者から見れば，森田療法の本

質が包含されている標準的な外来療法であって，

それを学1号すれば，森II:J療法の本質が理解できて

森EEI療法が実施できる教材を提示して欲しいとい

うことである。このように森間療法の教育を考察

することは，すなわち， liiに森IfJ療法家の養成に

とどまらず，森IEl療法の本質を考察することにな

るのである。

本論文では， EI本の大学での森田療法の教育，

特に，医療以外の相談業務にあたる専門職を養成

する大学で，森III療法をどのように教育していく

のかという参考にするために，心理Eと福祉領域の

専門職を養成しているアメリカ合衆医!のウオツ

シユパーン大学 (WashburnUniversity)での森

出療法プログラムを 1:11心に紹介したい。なぜ、なら

ば，ウォッシュパーン大学で、の森III療法フ。ログラ

ムは， I世界で初めてと思われる学部レベルの体系

だ、った森EH療法家主主成プログラムであり，ウオツ

シュパーン大学が正式に教育フ。ログラムとして認

定しているからである。それと併せて，第一者:者

が勤務する教員を養成している岩手大学教育部

と大学院教育学研究科での森EEI療法の教育.と比較

し，日本での特に医療以外の相談業務にあたる

を養成するr:~t で、の森!日療法の教育をどのよう

に実施していったらよいのかの考祭を行うことを

本論文の目的とする。

セミナーという形での現職教育も重要であるの

は当然のことであるが，森口l療法の普及と対象の

拡大という観点からは，医療l織も含めた専門職を

養成している大学教育の1:1:1で，いかに森田療法の

教育をしていくのかという観点も時様に主要であ

ると考えられるからである。

E匪 ア ー タ収集

ウォッシュパーン大学の大学認定森EEI療法プロ

グラムの概要等については，ウォッシュパーン大

学のホ…ムページより情報を得た。その授業の内

容等については，プログラム実施の中心となって

いる第二若者ーからシラパス等の関連資料を送付し
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てもらった。また， 2011itミII月14日から同:11"-1百i月
間 EIまで，第一著者がウォッシュパーン大学を訪

問jして，第二著者と学生から関連資料と'Ii'fi技を符

たc

Z7手大学での森加療法の教育については，第ー
しているので，その教育経験を主主とし

した。そして，ウォッシュパーン大学と岩

手大学での森田療法の教育を，指導形態，指導内

符・教材，実践指導，受講生の所属の項目で比較

して， EI本の大学で森田療法の教育をどのように

していったらよいのかの考祭を行った。

直.米国ウォッシュバーン大学と

岩手大学における森田療法教育の

比較と検討

1 )ウォッシュパーン大学での教育

(1) ウォッシュパーン大学の概要

アメリカ合衆国カンザ、スナ1'1の州都であるトピカ

にある私立大学である o 学生数は約7，300人，教

000人で、ある。芸術科学学部 (College

o[ Arts and Sciences)，応)t=J研究学部 (Schoolof

Applied Studies)，術学者1I(School of Business)， 

(School of Law) ，者護学部 (Schoolof 

Nursing)の5学部からなる。応用研究学部は，

(Human Services)，社会福祉 (SocialWork) ， 

(Allied Health) ，刑事裁判と法学 (Crimi争

nal J ustice & Legal Studies)の4つの学科から

なる。福祉学科は，大学認定の 4つのプログラム

を提供しており，その一つが森田療法 (Morita

Therapy) とi呼ばれるプログラムである。 他の 3

つのプログラムは， ft{存ê~iÌ~カウンセリング (Addic­

tion Counseling)， ~Iô営利的管現 (Non-Profit Man-

agement) ，被害者・ (Victim/Survivor 

Services)である。

なお， 2003:11'にテキサス州ビューストンへ移il反

したメニンガークリニックとウォッシュパーン大

学は提携関係にあり，メニンガークリニックへ卒

をi隊員として供給し，また，メニンガークリ

ニックのl隊員がウォッシュパーン大学の教員と

なったりした。移転したメニンガークリニツクの

は，ベイラー医科大学メニンガー

医学・行動科学学科 (MenningerDepartment of 

Psychiatry & Behavioral Sciences at Baylor Col-

lege of Medicine) となってiilIw)Jしている。
ウォッシュパーン大学の認定による森口I療法フ。

ログラムの設立経緯については， Jよn干の通りであ
る。

2004年5)Jに，第一著者がウォッシュパーン大

学を訪問して，第二著者及び同僚の教員と

i去に関して意見交換を行った。また，教員と学生

を対象として講演を行った。さらに， fr¥U学長のDr.

Ron Wassersteinと学部長のわれ WilliamS. Dun-

lapとにも第一著者が而会し，森鴎療法研究所の

設立iTT能性について意見交換を行った。なお，こ

れらの意見交換を行ったJ必所は，カール・メニン

ガーぬぐ1::研究室 (Dr.Karl Menninger EoomJ 

という部際で，当時は会議室として使われていた。

その後，ウォッシュパーン火学内部での検討の

後， 2006年からウォッシュパーン大学が認定した

森111療法プログラムとして学生への教管が開始さ

れた。

(2)森田療法プログラムの概要

このプログラムの特徴は，次の4}誌であると考

えられる。

①森111療法を“lifeway"すなわち，森

的生活方法として捉えて教育している。

②不安障害ばかりでなく，精神保健，アルコー

ルと薬物依存， PTSD，犯罪被害など，また

も若者から老人までを含めた11I話広い支援

の対象者を想定した森!日療法を教育している。

③森EEI療法の体験的経!解を重視して，通常の際

学による授業でも体験!'I'.IJlll解ができるように

工夫しているばかりでなく，合宿形式の集r:1:J

J受業を実施している。

④jfl):外で森111療法を学ぶ機会を授業として設け‘

l幅広い視野'を持てるように教育している。

このプログラムは，~j、卜‘の 5 つの授業から

されている。

東洋の治療法・介入と治療

(Eastern Therapy Intervention and Tr巴aト

ment) 

合街森111療法CtvloritaTherapy IntensiveJ 

カウンセリングでの森HI技法
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(Morita Methods in Counseling) 

森田療法調査淡習

(Morita Th巴rapyResearch Seminar) 

インターン実習あるいは卒業研究

(Internship or Directed Study) 

次にそれぞれの授業の概要を記載していく。

O東洋の治療法・介入と治療

(Eastern Therapy Intervention and Treat-

ment) 

この授業は 6日1mで1@)4時間の授業を10回

計40時間集中談義形式で行う授業である。内容は，

森田療法と内観療法の概説で，特に森田療法に時

間が割かれている。各聞の綬業内容は，次の通り

である。

1 I廷にはじめに。人生，苦悩，癒しについての

東洋の考え方

(Introduction， Eastern Paradigms of 

Life， Suffering， and Healing) 

21IT1 :森田療法の康史と哲学

(Morita Therapy， History and Philoso-

phy) 

31IT1:森田療法の庭史と哲学(続)

(Morita Therapy， History and Philoso-

phy Ccont.)) 

4回:森悶療法の原理

(Morita Therapy， Major Principles) 

5国・森出療法の原理(統)

(Morita Therapy， Major Principles 

(cont. )) 

61滋:森田療法の治療設定と応用

(Morita Therapy， Therapeutic Set-

tings and Applications) 

7鴎:内観療法 (NaikanTherapy) 

3 @] :内観療法(統)

(Naikan Therapy (cont.)) 

9回:文化に共通のモデル

(Transcultural Model) 

10!ITI :おわりに。 最終試験

(Closing Comments， Final Examina同

tion) 

0合宿森111療法 (MoritaTherapy Intensive) 

この授業は 5日間の合宿形式の授業である。

この体験学習を通じて，森田療法の考えが生活の

仁1"で実際にどのように実践されているかを学ぶ。

具体的には，観察，作業(食事の準備，後片付け，

庭の手入れ，農作業等)，臼記指導，無言のHもlilJ

(半日硬貨を仁lに入れて過ごす)，体験したこと

を相互に教えあう学習などを実施する。これらの

活動に専念することにより，より健康的で生産的

なプロフェショナルとなることを学ぶ。参加者ーは

1O~15名である。

。カウンセリングでの森田技法

(Morita Methods in Counseling) 

この授業は， 6 EI間で 1[可 411占隠の授業を10lTII

言1-40時j句集1:1"講義形式で、行う授業である。第二著

者の森田療法に関する著書:51~こ沿って授業を実絡

している。各回の授業内容は，次の通りである。

11司:はじめに，授業の概観，森田療法の歴史

的発展

(Introduction and Course Overview， 

Historical Development of Morita Ther-

apy) 

2図:西洋の療法との比較

(Comparison with Western Modali-

ties) 

3昭.不安際答の妥f1nfi

(Valuation of Anxiety Disorder) 

41立1:主要な治療巨襟

(Major Th巴rapeuticGoals) 

5回:鍵となる方法と技法

(Key Methods and Techniques) 

6図:古典的森閑療法

(Classic Morita Therapy) 

7 [8] :外来療法 (OutpatientTreatment) 

31TI1 :集毘カウンセリング

(Group Counseling) 

918] :結論 (ConcludingRemarks) 

10lTII :おわりに。最終試験

(Closing Comments， Final Examin呂田

tion) 

0森i到療法誠資演習

(Morita Therapy Research Seminar) 

この授業は，米国以外の海外で森田療法の治療

実践をしている施設の見学や国際森田療法学会へ
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世界で行われている多様な森田療法

いて学習をし，幅広い祝野を持つため

の授業である。今までの渡航先は，以下の通りで

ある。

2006年 東京で慈恵医大等の森EEI療法施設を参

観

2007if カナダで l~fJ催の第 6 IHI国際森田療法学

会へ参加

オーストラリアで開催の第 71冴 I~際森

田療法学会へ参加

イギリスで実施された研修会「森田療

法:トラウマに対する文}医療法」

(Morita Therapy : Contextual Ther-

apy in response to Trauma)への参

加と森!日療法を取り入れて治療実践を

しているマイタイム (MyTime clini-

cal practice incorpOl刻tingMorita Ther-

apy) という施設の実地見学

Cインターン実習あるいは卒業研究

(Internship or Directed Study) 

インターン実現か卒業研究のいずれかを

る。このうち，インターン実習は 1学期

間の実地研修を実施する。それには，

ログラムを11多了した施設l隊員がい

る泌設に学生を派遣ーして，その織員が現地の指導

として付く。卒業研究は，第二著者の指導の下

を実施するものである。研究の例としては，

校の学級経常に森EB療法を応用する研究，合

・運営に叫する研究，入

院している児叢への森田療法を応用した教育の捌

依存症からの1m復のために森田療法を応用す

どである。

以 i二の正規の授業以外に，森EH学習グループ

ωlorita Study Group)という学生の自主的な勉

強会があり，読者:会等活発に活動している。

この森田療法プログラムには，約30名の受講者

がいるとのことであるが，そのうち，毎年10名131:

皮がすべての単位を取得して認定プログラムを修

了している。学生によると，西洋の心理療法はい

わゆる症状に着目して，それを直接取り除くとい

う方法を取るが，森田療法は生活全体を対象とし

て扱い，結果として症状がなくなるという点が西

洋の心段!療法と比較して魅力的であるとのことで

あった。卒業後は，日本で言えば，

二i二， I臨床心理士などの専門家として就職している。

数名は，火学院博士課程に進学し，森田療法でI専

士号を取得し，他大学の教員となる者も出始めて

いる。

2 )岩手大学での教育

(1)岩手大学の概要

岩手県の県庁所在地の盛岡市にある国立大学法

人立の大学である。学生数は約5，900人，

数は約800人で，ウォッシュパーン大学と同じ程

度の規模の大学である。 農学部，工学部，教育学

部，人文社会科学:1~11の 4 学部よりなる。教育学部

は学校教員養成諜程，生涯教育課程，芸術文化課

程よりなり，学校教員養成課程は，学校教育コー

スと第一著者が所属する特別支援教育コースとか

らなる。

特別支援教育コースの入学定員は10名であるが，

l年次後期に学校教育コースから約 5名がサブ

コースとして編入してくるため，卒業生は約15名

となる。就職先は，ほとんどが特別支援学校か小

学校あるいは中学校の教員となる。

1:1本の場合，教員免許に必要な単位を与えるカ

リキュラムは，教育i隊員免許法などの法令によっ

て全国一律に規定されている。さらに，教員養成

に携わる大学教員の業績調書，シラパス

を文部科学省に提出して， 1:1:1;1と数千守番手議会による

課程認定を受けなければ，教員免計二に必要な

をIBす授業を設けることができない。特に，

支援教諭免許は，教育職員免許法が平成19年に大

改正され，それに対応して岩手大学では平成四年

度に課程認定を受け，平成20年度から現在のカリ

キュラムで教育を行っている。岩手大学教育学部

の特別支援教育コースでは，知的障害者，肢体不

自由者，病弱者の領域の特別支援教諭免許の単位

を11¥す設業を実施しているが，ぞれ以外に法令で

定められた視覚障害者，聴覚障害者，重複.LD 

等:領減(言語，重複，情緒・ LD'ADHD)の授

業を非常勤講郁により実施して，特別支媛教諭免

許に必要な単位を教育実習も含めて26li1.f立を出し

ている。常勤教員は4名おり，第一著者は病弱者
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の領域を担当している。

(2)森田療法の教育の概婆

以下に第一著者が森田療法の教育を実施してい

る授業の概要を説明する。以下の授業すべては，

日本の他大学と同じように 1ml90分の授業を15図

行う襟機的な形態の授業である。

ot:.、のJlIl解
この授業は，昔は一般教養，現在は共通教育と

ている学部 1jf~tを対象とした授業である。

受講生は約60名いるが，対象学生はほとんどが農

学部動物科学課税と共同獣医学科の学生である O

教員免許とは関係のない授業なので，授業内容は

I~I ，11)交がifliい。
15図の授業のうち前半の 81IT1は心足立科の教員が

基礎心理学を講義している。後半の 7闘が第一著

者の拐当で，そのうち 3闘を森Ef:I療法に 2恒!

を統合失調痕に， 2聞をアルコール依存症に充て

ている。

31闘の森1I1療法の授業は，森111;療法ビデオ全集

第2巻「常盤台1'111経科jを上映しながら，そのぬi

I主iに対応して説i列している。}詰提となる知識がな

い学生なので，専門)11認はあまり使わずに分かり

易い授業となることを心掛けている。

0病弱者の心理・ ~Iミ Jll! ・病理

これは特別支援教諭免許の必修の授業で，受講

生は約60名で、ほとんどが教育学部学校教員養成課

程の学生 2~ 4 :Ír~~tで、ある。岩手大学教育学部で

は，教育学部の学生で希望する者ーには設でも特別

支援教諭免許を取得できるような完全開放牲を

lfZっているので，特別支援教育コースの学生以外

も多数受講している。

森田療法は， 15釘!の授業のうち 21mを当ててい

る。 森i王i療法ビデオ全集第 l巻「生きる」をヒi決

しながら，不安障害と森田療法の基礎的事項を説

明している。

残りの13mlは病弱特別支援学校に多い他の精子111

疾患と身体疾liHについての授業をしている。

0病弱者へのカウンセリング

これは選択の授業で，特別支援教育コースの学

生 2~4 年生約10名が受講している。

151mの授業のうち， 51豆iは子どものアセスメン

トについて授業を行い，残り 101mを森田療法のお(

育にあてている。 10閣のうち 4閥は，森i王i療法ビ

デオ全集第2巻「常盤台神経科」をj二I!日tしながら，

森田療法の原理について詳細な説明を行っている。

残り 61mを石111・我突出の本を教科書とし

療法を取り入れたカウンセリングについて説明し

ている。特に，その本の1:1:'で，学生自身の体験を

法に回答させるといった淡習ができる部分がある

ので，それらの部分を活用して，できるだけ学生

参加型の授業を行うようにしている。

0特別支援カウンセリング特論，特別支援カウン

セリング特別iiif習E

これは大学院修士課税の授業で、ある。大学院特

別支援教育コースの定員は 41'，である。 普通，大

学院へは学部の特別支援教育コースの卒業生が入

学してくることが想定されるが，そうした学生は

毎年 1名程度である。それ以外の学生は，普通教

諭免許を取得したが特別支援教諭免許状は取将司し

ていないために，特別支援教諭免許状に必要な

f立を取得することを目的として入学して来る。つ

まり，大学院入学者といっても，特別支援教育に

ついては，ほとんと寺基礎知識を持っていない学生

が入学してくる。こうした学生は，大学院修士諜

2iド[IUに，学部の特別支援教諭免許状に必要な

単位を取得できる設業を受講し， fJf:せて，大学院

の授業:も受講するということをしている。また，

現J[~の教員も 2 年に 1 1'，程度入学してくる。こう

した現l隊教員もカウンセリングについては， 1可も

知識がないのが普通である。

このため，大学院の授業も，基礎的な事項から

始めて大学院レベルの内容まで持ち上げるという

授業をしている。この現出で，特別支援カウンセ

リング特論と特別支援カウンセリング特別iaii翌日

は，修士 l年前期iの授業で， J~盟各 1 [i:I]，つまり実

費的には週2関の授業，合言1-30問の授業として実

施している。

初めの 4凶は，夜、!万療法ビデオ全集第 l巻

きるJを上映しながら，不安障害と森田療法の基
礎的事項を説明している。次の 51mは，森1I1療法

ビデオ全集第 2巻「常探台神経科」を上映しなが

ら，森閑療法の原理について詳細!な説明を行っ

ている。次の 51TI1は，外来森Ef:I療法のガイドライ

ン2)についての説明を行っている。次の10閥は，
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表 ウォッシュパーン大学と岩手大学との比較

指導形態 指導内容・教材 実践指導 受講生の所属

ウォッシュノfーン 講義 森田療法の概要・講師の著書 福祉系と心理系の学科

大学 合宿形式の学習 森田療法の体験的学習 体験的な実践指導

海外での学習 多様な森田療法の学習

インターン実習 現場教員による実践的指導 現場での実践指導

卒業・修了研究 大学教員による指導

岩手大学 講義 森田療法の概要・ピデオ 教員養成学部

演習 ロールプレイによる模擬演習 模擬的な実践指導

卒業・修了研究 大学教員による指導

石山・我妻3)の本を教科書として森田療法を取り

入れたカウンセリングについて説明し，演習がで

きる部分を活用して学生参加型の授業を行ってい

る。残りの 6回は，英語の文献も含めて，森田療

法に関する論文の購読演習をしている。

以上は第一著者が森田療法の教育を実施してい

る授業の概要である。

ウォッシュパーン大学と岩手大学での森田療法

の教育を，指導形態，指導内容・教材，実践指導，

受講生の所属の項目で比較したものが表1である。

N. 考 察

前節で述べたウォッシュパーン大学と岩手大学

での森田療法の教育を比較して，第一著者と第二

著者とで意見交換をした。二人とも意見が一致し

た事項は，日本の法令適用の厳しさである。アメ

リカでも，教員免許や臨床心理士等の資格につい

ては各州の法令が適用されるが，一方で，各大学

の裁量も認められている部分があり，大学問の競

争により優れた教育がなされるという考えがある。

しかし，例えば教員免許に関して日本では文部科

学省による課程認定を受けなければならず，この

認定を受けるために法令で定められた教育課程を

各大学で設けた結果，全国一律の教育課程となる

のである。

一方で，森田療法が開発されてから約90年も経

つというのにもかかわらず，日本では大学で森田

療法を教育するための正式な教育課程が定められ

ていないことに，第二著者は驚'博していた。そう

した状況下で，よく森田療法の後継者が出現し，

森田療法が存続してきたことに驚傍をしていた。

他方，ウォッシュパーン大学でのプログラムの

問題点としては，福祉系と心理系の学科の基本的

なカリキュラムの上に，この森田療法のプログラ

ムが乗るという二階建てとなっているので，学生

の負担が過重となっているという意見が出された。

そのため，受講者は約30名いるのだが，すべての

単位を取得して有資格者となるのは10名程度と脱

落率が高いのが短所と言えば短所と言えるかもし

れない。

以上の第一著者と第二著者とで意見交換を含め

て考察すると，以下に述べる 3点が日本の大学で

森田療法の教育を実施する課題として挙げられた。

1 )法令による規制

日本の場合，教育学部では教育職員免許法等の

法令により，授業の内容までが規制されている。

この規制のきびしさは，教育学部ばかりでなく，

心理系の学部，福祉系の学部，そして医療系の学

部等も同じであろうと推察される。そのため，

ウォッシュパーン大学のように大学独自の森田療

法認定プログラムを設けるのが困難である。表1

に示されるように，指導形態においては，ウオツ

シュパーン大学は多様な指導形態を取っており，

これは自由度の高いアメリカの高等教育の制度に

よるものと考えられる。

日本の場合，現実的には，規制されたカリキユ
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ラムのl二13で，いかに森EH療法を授業の内容として

取り上げられるかということが諜題となろう。第

一著者の授業では，病弱教育の分野の中の精神疾

患の一部として不安障害を取り上げ，それに対す

る有効な治療法として森田療法を取り上げている。

同じ教育学部でも，教職専門科目の「教育相談(カ

ウンセリングに関する基礎的な知識を含む。)の

理論及び方法」を担当する教員であれば，教育相

談等の授業の中で森田療法を取り上げることが可

能であろう。

一方で， I~I 分の担当する授業のすべてで森111療

法だけを取り上げることは昭雄である。 法令等で

か[illりされているばかりでなく，現実に学生が卒業

して教員となった場合に，担当する児童生徒は森

悶療法が適用される子どもばかりでなく，いろい

ろな子どもに対応しなければならないために，特

に学部段階では基礎的な各種の知識が必要となる。

このため，各種の治療法や教育法のーっとして森

間療法を取り上げることとなる。これでは，

療法家の養成とはならないかもしれないが，学生

の知識の一部として森田療法が組み込まれると考

えている。

2 )指導の形態

同じ表1の指導形態、を比較してみると，岩手大

学では，講義と淡習という授業形態のみである。

一方で，ウォッシュパーン大学では，多様な指導

形態を取っている。

そうした授業形態以外に，合宿森EH療法という

合宿形式のユニークな授業がある。これは，ごく

短期間の入院療法とも言えるもので，森閑療法を

体験的に学習するには，非常に効果的な授業形態

と忠われる。ただ，岩手大学教育学部では，実施

することが雨前ftである。その理由としては，

の授業販問以外の夏休み，冬休み等には，教育実

習等の実習や集中講義が立て込んであるために，

合宿をするための日程が取れないのが現状である。

森田療法書~交淡官という海外で森l:tI療法を学ぶ

授業も岩手大学ではない。上記の日程上の課題に

加えて学生の経済的な課題と英語能力の課題があ

るためである。

インターン実習という森!万療法に関する実習に

相当する設業も岩手大学ではない。教育実習

るのであるが，通常教育の実習は 6週間の小学校

あるいは1=1=1学校の実習であるし，特別支援教育の

実習は 2週間のI;H属特別支援学校でのまfI的際害児

を対象にした実習である。

卒業研究は，日本では卒業論文あるい

文の研究に該当すると思われる。ただ，岩手大学

教育学部特別支援教育コースでは，卒業論文や修

::l~論文の研究題 13 を学生に I~I11に選択させている

ので，多くの授業を受け教育実習も行っている知

的障害児や現在の特別支援教育で1=1:1心的な諜題と

なっている発達障害児の教育などを研究課題とし

て選ぶ学生が多い。森田療法を卒業論文あるいは

修士論文の研究課題にする学生は，残念ながら少

数である。

以上のように，いろいろな制約があるために，

表 lの指導内容・教材と実践指導を比絞すると分

かるように，岩手大学では，体験的な教育を

に実施することはできず，せいぜいB在学が中心の

模擬的な実践指導による授業形態にならざるをえ

ない。そのため，次に述べる教材が，どれほど体

験的で実践的な学習を可能にさせることができる

のかが重要な教育上の要因となると考えている。

3 )教材

第…著者が用いている教材は，森EH療法ビデオ

全集第 l巻「生きる」と第 2巻「常縫合子111続手H
外来森田療法のガイドラインペそして石山・我

実りの中の淡習として活用できる部分で、ある。

一方でえ，他の心辺!療法では，たくさんの学習用

DVDが発売されて，実際の而接場而を学習mと
して公開している。そして，森Ef:l療法でも，立松lil

は「外来治療を学ぶための資源として逐語録やビ

デオなどの生の面接記録の活用が検討される段階

にきていると思われるjと述べている。この意見

には，賛成である。実際，第一著者の授業では，

学生をカウンセラ一役と来談者役にして，石i1J・

技姿3)の1=1=1の逐語録を読ませるというロールプレ

イで授業をしている。 DVDで生の面接が上映さ

れ，さらに，その而接記録が逐語録という形であ

れば，学習の効果が増すものと考えられる。また，

この DVDと逐語録も，外来森田療法のガイドラ
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イン2)に示されている項目ごとに整理されて作成

されるとさらにより一層効果が増すものと考えら

れる1)。

他にワークブックと言われる自学自習用の本が

あると教育効果が上がると思われる。これは，設

問に答える形や指示に従う形で文章などを読み手

が書き込むことによって，段階的に森田療法の基

本を学習できる本を想定している。これは，自学

自習ばかりでなく，授業の中で，演習的な方法を

用いる際にも教科書として使用できると考えられ

る。

いずれにせよ，教育効果が期待できる多様な媒

体の教材を開発していくことが必要とされている

状況にあるのではないであろうか。

V.おわりに

立松6)は， Iどの精神療法においても専門家の
訓練という作業には，その療法のアイデンテイ

ティーを聞い直して，その療法の発展をうながす

ような創造的な側面があると思われる。」と述べ

ている。これは，研究と同様に訓練・教育は，森

田療法の発展をうながすような創造的な側面があ

るということである。このため，学会としても，

今以上に森田療法家の教育と訓練に力を注ぐ必要

があるのではないであろうか。例えば，毎年でな

くて数年に一度でもよいから教育と訓練に関する

シンポジウムを学会で開催するとか，学会誌に教

育と訓練に関する特集を組むとか，あるいは，学

会員が大学でどのような教育と訓練をしているの

かについて調査をするといったことが考えられる。

このような機会を設けることによって，教育と訓

練に関する情報交換がなされ，よりよい教育と訓

練がなされて，森田療法の後継者が育ってくるこ

とが期待され，それと同時に森田療法の発展がう

ながされると思われるのである。

そして，最後に，どのようにして一人の人間と

しての成長を促し，より良き臨床家の訓練・教育

を行い，すぐれた森田療法家を育成するべきかと

いう大切な課題に対しては，当事者の自助グルー

プである生活の発見会と連携した訓練・教育を考

えるべきであろう。例えば，生活の発見会で実施

している集談会や合宿学習会に授業の一環として

訓練生を参加させるのである。こうしたことによ

り，不安障害の当事者と日常生活に近い環境で身

近に接することができ，すぐれた森田療法家を育

成する一助となると考えられる。

結論として，日本の大学での森田療法の教育に

ついては，我々森田療法家としてやらなければな

らないことが数多くあると考えられる。
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